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中国に留学す る 日本華僑 ・華人の
アイデ ンテ ィテ ィに関す る一考察ニ
ー 日本華僑であ るこ との特 殊性一

石 川 朝 子

【要旨】

本研究では,日 本に在住する華僑 ・華人の留学経験者を対象 とし,ト ランスナショナルな存在として捉えられる

かれらのエスニック ・アイデンティティの諸相をインタビュー調査を通して明らかにすることを目的とする。

「中国留学」を,こ れからも続 くアイデンティティ形成過程の一部分であるととらえ,そ こでみられたアイデン

ティティ形成のあり様をつぶさにみた。その中国留学経験においてアイデンティティ形成に影響を与える3つ の要

素を抽出した。それは,留 学理由と日本 ・帰国華僑との比較,そ して他の海外華僑との比較である。留学以前に持

っていた漠然とした華僑アイデンティティや確固たる中国人アイデンティティが,留 学経験によって,華 僑アイデ

ンティティがより明確化 したり,日 本華僑としてのアイデンティティを形成 していくダイナミクスが明らかとなっ

た。またそれらが,血 統主義をとっている日本を生きる華僑としての特徴をもっていることがわかった。

1.は じめ に

この研究の目的は,中 国へ留学する華僑 ・華人ωの教育経験 とエスニック ・アイデンティティ②のあ り

様 を明 らかに しようとするものである。

昨今のグローバル化時代 における海外華僑 ・華人に関する研究の課題 には,移 民 と再出国,経 済ネッ ト

ワークと資本,統 合,文 化移転,社 会 ・政治的動向,そ してその他関連する課題がある。それ ら海外の華

僑 ・華人研究 には,そ の国での彼 らの生 きる条件,立 場,社 会的役割,社 会全体 との関係,居 住国 と華僑 ・

華人との関係か ら,中 華アイデ ンテ ィテ ィの形成,そ の国での華僑 ・華人問題の解決のあ り方の研究など,

居住国を視点 においた研究が多い。また居住国におけるアイデンティティ形成の研 究は,グ ローバル化 な

どの影響 をうけ,日 本で も1980年 以 降盛んに行われている。一方で,華 文教育(華 僑 ・華人への中華言語 ・

文化等の教育)に ついての研究は多 く行われているが,中 華学校 ・華僑学校な どの居住国における華文教

育についての研究が中心である。 さらに,そ のほ とんどは歴史的研究であ り,教 育経験 とアイデ ンティテ

ィとの関係に着 目した研究は少ない。

筆者は,日 本における教育経験 とアイデンティティとの関係について,神 戸中華同文学校を卒業 した華

僑 ・華人の若者(第 四世 ・五世)ヘ インタビューを行った(石 川2006)。 その一方で,彼 らの居住国を離

れ,か れらのルーッである中国へ留学する華僑 ・華人がいる。 しか し,中 国へ帰国す る華僑(帰 国華僑)

に関する先行研究 は大変少ない。かれらは,ど の ような経緯や 目的で中国へ と留学するのであろうか。留

学先での教育経験やアイデンティテ ィのあ り様は どの ようであろ うか。本研究は,華 僑 ・華人のル「ッで

ある中国に留学 した華僑 ・華人に焦点 を当て,言 語 ・文化継承 という側面か らではな く,教 育が彼 らのア

イデンティティ形成にどのような影響 を及ぼすのかという観点から,中 国における華僑 ・華人に対する教

育経験に着目 して考察 しようとす るものである。

本研究では華僑 ・華人の トランスナショナルなエスニ ック ・アイデ ンティティのあ り様 を,中 国への留

学 とい う教育経験 を通 して捉えようとするものである。また 日本の華僑研究 において も,教 育とアイデン

テ ィテ ィに関する研究はまだ始まったばか りであ り,そ の関係がさらに詳細 に解明 される必要がある。今

日のグローバ リゼーシ ョンにおいて,華 僑 ・華人の教育経験 とエスニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィのあ り様 に

ついて考察することは,大 きな意義をもつものといえよう。
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2.華 僑のアイデンティティに関する先行研究

華僑のアイデンティティに関する先行研究 として,ま ず斯波 は,19世 紀 まで中国人や華僑 はあまり 「ア

イデ ンテ ィテ ィ問題」を重要視 していなかった と指摘 し,「中国とか中華 とか華夏 とかいう漢語が示すよう

に,か れ らは,世 界の比類のない中心の文明の人々かその子孫であ り,文 明 と華外 との区別 とその濃淡の

幾重かの同心円のシステムの中核の人々だから,… 海外の種族のちが う人々 と比べなが ら自分に思いをい

たすことを考えつかないのであっ」(斯波1995219頁)た が,1980年 代 には次第にアイデ ンティティに関

することが話題 になっていったという。 しか しこの時点でも,過 放 は,「在 日華僑のエスニ ック ・アイデン

ティティに関す る調査 ・研究はきわめて少なかった」(過 放199912頁)と している。

1980年 以 降,華 僑のアイデンティティは 「変容するもの」 として位置づけはじめた。 これは,華 僑アイ

デンティティ研究に限 ったことではな く,ア イデンティティ研究の流れの一部 として捉 えることができる

であろう。た とえば,華 僑のアイデンティティ研究の代表者である過放 は 「在 日華僑のアイデ ンティテ ィ

には,彼 らの生 きた時代の相違 による世代的特徴が見 られる」(過放1999170頁)と し,変 容趨勢を 「在

日華僑のアイデンティティの変換モデル」 として示 している。過放は,三 世から五世の若い華僑 を 「重層

的 ・多様型」であるとし, .かれ らの国境 を越えるアイデ ンテ ィティの傾向全体 を包括 して,「 トランスナ シ

ョナル ・アイデンティティ」 と名付けている。そ してその内容 は,ま ず①中国人アイデンティテ ィ,② ダ

ブル ・アイデ ンテ ィテ ィ,③ 日本人アイデ ンティティ,④ マージナル ・マン,⑤ トランスナショナル ・ア

イデンティティである。

以上の先行研究は,し か し,彼 らがそのようなアイデ ンテ ィテ ィを獲得する過程 について明 らかに して

いる研究は少ない。生 まれなが らにしてエスニ ック ・アイデ ンティティを獲得するのではな く,社 会的文

脈や環境によって影響 を受け変容 していくものだという考えは,多 くの研究者 によって指摘 されている。

従 って本研究では,華 僑 ・華人の第三世代が どのようにして自己のエスニ ック ・アイデンテ ィテ ィを形成

してい くのかに着 目し考察 を行 う。 また,そ の形成のプロセスの一部分 として,中 国へ の留学経験 を取 り

上 げ,そ の教育経験 とアイデ ンテ ィテ ィ形成 の関係について考察 を行 う。それは華僑 ・華人の居住国への

現地化が指摘 されて きた一方で,中 国への回帰 を志向する動 きとも捉 えられるものであ り,日 本華僑第三

世代のアイデ ンティテ ィ形成について考察 される必要があるからである。 日本の華僑研究においても,教

育 とアイデンティティに関する研究は まだ始 まったばか りであ り,そ の関係がさらに詳細に解明される必

要があると思われる。

3.分 析の視点

本研究は次の2つ の視点からアイデ ンテ ィティ形成の過程 を考察す る。

第一 に,エ スニ ック ・アイデンティティが社会的文脈によって影響 を受 け変容 してい くものだ,と いう

観点か ら考察す る。 これは,先 に も述べたように1980年 代 か らのアイデンテ ィテ ィ研究の流れに追 うとこ

ろが大 きい。本研究では華僑 の中国留学経験 を通 して,そ れはたとえば留学生活(例 えば寮や クラス ・部

活)の なかで同 じ背景 をもつ友人 との関係や,ま たは中国で生まれ育 った華僑や他の海外華僑 との関係の

なかで築 き上げられる,相 互作用的なエスニック ・アイデ ンテ ィテ ィに注 目している。加えて,彼 らの生

活環境なども参照 し分析 を試みることから,マ クロな社会文化的枠組 とミクロな相互作用的枠組 との両視

点 をとり入れることになる。

第二 に,集 団的(group)な アイデ ンテ ィテ ィではな く,個 人的(individual)な ア イデンティティに着

目する。本論文のエスニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィ研究 としての視点は,個 人的なアイデンテ ィテ ィが どの

ように形成 されて きたのかを考察することにある。重要なのは個々人が今 までの経験の中で,特 に中国留

学経験によってどのようにエスニ ック ・アイデンテ ィテ ィを形成 して きたのか,そ の個人 レベルでのアイ

デ ンティティ形成過程 を ミクロに捉えることである。 これは,「個人が周囲の人々との関わりの中で,自 己

の場 を築きなが ら,日 常的実践の中で支配的言説をず らしてい くような可能性 をもつ ものであると考 える」

(山本200219頁)。 本研究では,こ のような視点を踏まえて,個 人が教育的な経験 を通 して,揺 れ動 きな
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が らも,自 己のアイデンティティと向き合い,ダ イナミックに形成 してい く,エ スニ ック ・アイデ ンテ ィ

ティについて着 目する。これは,ア イデ ンテ ィテ ィを固定的に捉えるのではな く,ど の ような作用 によっ

てそれが獲得 されてい くのかについて明 らかにすることを目指す ものである。

この第一と第二の視点を取 り入れる理 由をまとめると次のようになる。従来,世 代の変遷や出自の違い

によってエスニ ック ・アイデ ンテ ィティ形成過程に異な りがみ られると言われてきたが,本 研究では他者

との関係性や相互作用性 のなかで形作 られるエスニック ・アイデ ンテ ィテ ィのあ り様 に着 目しようとする

からである。.

4.調 査の概要と分析

本研究では,中 国へ留学 した華僑第三世代の教育経験 とアイデンティティ形成 について明 らかにするた

めに,イ ンタビュー調査 を行 った。 インタビュ「調査 は,2006年9月 中旬か ら10月 半ばまでそれぞれ各1

回,1時 間か ら2時 間にわた り行った。あ らかじめ本研究の目的及びインタビュースケジュールを送付 し

ていた方 もあ り,イ ンタビューは比較的スムーズに且つ内容的に も深 く聴き取ることができた。インタビ

ューは老華僑第三世代の3人 を対象 に行 った。本調査での対象者が留学 をした中国の大学(3)につ いて,以

下簡単に紹介する。一校が,北 京隼文学院(Aさ ん)で,も う一校が盟南大学(補 習学校 も含む)(Bさ ん ・

Cさ ん)で ある。

今 回のインタビュー調査の目的は,中 国での留学における教育経験な どを通 し,個 人が どのように自己

のエスニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィと向き合っていたのか を捉え,分 析することにある。そのために,イ ン

タビュイーには留学の理由や中国でのエ ピソー ドなどの教育経験の「部分 をライフス トーリー形式で自由

に語 って もらった。インタビューの主な質問項 目は1.中 国留学理由12」 気づ き ・経験 ・エ ピソー ド,3.

自己のエスニ ック ・アイデ ンテ ィティについて,の3点 に焦点を当てて聴 き取 りを行った。インタビュイ

ーの選定 にあたっては
,神 戸華僑歴史博物館の館員の方々に協力 を仰 ぎ,神 戸 中華 同文学校卒業生3人 を

紹介 して も.らった。 また,今 回のインタビューは日本語で行った。インタビュイーのプロフィールは表1

の とお りである。またインタビューは,イ ンタビュイーの了承のもとすべて録音 され,そ の後 トランスク

リプ ト化 した。今回インタビューで きたのは,男 性3名 であ った。

(表1)イ ン タ ビ ュ イ ー プ ロ フ ィ ー ル
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4.1Aさ ん の 事例 「華僑人 ですね 。…マ イノ リテ ィで ありたい。 とに かく」

Aさ んは現在32歳 で,日 本生まれ日本育ちの華僑の三世である。「普通 に,6歳 か ら,同 文学校で生徒 と

して通 って,小 ・中は通って,卒 業 してあとは普通の まっ,日 本の高校,大 学に行った」 と自らの教育経

験 を語 っている。「やっぱり,僕 ら老華僑っていうのは,ね 。 しん どいことで もち ょっ と,我 慢 してやって

いこう,ち ょっとで も節約 してお金貯めてい こうっていう思想が家庭教育 とか,… 自分 にとって影響あっ

た と思 います」と語るように,華 僑 の厳格な家庭に育った。これは,「 うちの家庭教育が,一 つ,わ りと華

僑の中で も厳格な方の一家に生まれ育 っているんです よ」 と語 ることからも分かる。高校時代の教育経験

のなかで,ア イデンティテ ィについて捉えている語 りがある。

Aで もやっぱ り,そ こで,ま わ りの,あ 高校入 った時 ぐらいやったらこう・,周 りが 日本人ばっか り

じゃないですか,

1そ うですね え

Aう ん。んなかでやっぱ り,う ちの父親の代みたいに,直 接的な言動や,暴 力や,受 けた。僕 らの

時代では受けてないんですね。ただ,や っぱ り,特 に,実 家が姫路やったんでね,神 戸 を離れて

1人 姫路 におる,い うのはやっぱ り,淋 しさはあ りましたね。やっぱ り,絶 対的多数の人数がお

る中で,な んで 自分は…中国人なんや ってね,親 が中国人やか ら自分 中国。そのころはやっぱり,

中 国人でいることがすご く嫌やったですね。

1う ～ん。高校生 くらいですか?

A高 校生 くらいですね。んで,… ま,そ れがまず,最 初の,中 国人,日 本人っていうのを意識 した

んが,そ こで したね。

これらの語 りか ら,ア イデ ンテ ィテ ィについて初めて意識 したのは高校生の時であるとい うことが分かる。

では,そ の後Aさ んのエスニック ・アイデ ンテ ィティはどの ように変化 していったのであろ うか。以上の

ように,家 庭教育や高校での教育経験がアイデ ンティティを規定する側面 もあるであろうが,日 本 という

文脈 を離れた際に中国でどのようにアイデ ンテ ィティと向 き合ったのかについて見てい くことにす る。

1.留 学理由

Aさ んは,中 国への留学 を3回 経験 している。前の二つは,勤 め先である中華学校か らの研修制度 を利

用 してのもので,働 き初めて1年 目と2年 目に北京華文学院で研修留学を している。後の一回は,5年 前

に同 じ大学で半年間留学 している。 この半年の留学 も学校の制度 を利用 したものであ る。Aさ んは,ど の

ような留学 目的を持 っていたのであろ うか。以下 に見てい くことにす る。

「中国に留学 をしたのは,え 一…あのお○○学校に勤めは じめて,.ま だ一年目で,あ のお,夏 休みに校

長か ら,そ の当時の校長か ら研修 とい うかたちで,1ヶ 月いか されたのが,え 一まっ,留 学 とまではいか

ないですね,1ヶ 月だから,研 修です よね。 それを行 かされたのが初めてです」 と留学の理由を話 した。

Aさ んが中国留学に行 った理由というのは,上 述 の通 り校長か らの 「命令」だった とい う。中学校三年生

の時の中国での出来事が彼の中国観 を形成 してお り,そ の後,働 いてか らも中国へ留学するのには否定的

であった とい うことである。留学の目的としては,

Aで も,○ ○学校,や っぱ り,こ う教員で もやっぱ り,(華 僑)三 世 ・四世が増 えて きて,教 師の中

でも教育,中 国語 に対するその力がね,弱 くなってきているんで,学 校の体制 としては行かせた

いというところがあるんだとお もうんですね。

とい うように,中 華学校教師に華僑三世 ・四世が増えつつあるなか,中 国語の力やその教育力を高めるこ

とを学校側 は目的 として掲げ,中 国研修留学または中国留学 などの制度 を整 えているものと思 われる。前

者 は毎年5～6人 でチームを組み,夏 休み を使用 して行われている。
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2.気 づ き ・経 験 ・エ ピソー ド

ここでは,.中 国留学 中に経験 したい くつかのエ ピソー ドを挙げ,自 分のアイデンティテ ィと向 き合 って

いる様子 を描 くことを試みたい。Aさ んが 「華僑人。…マ イノリティであ りたいdと にか く」 と当時 をふ

りかえり,ま た今の 自分 と重ね合わせて言 うとき,そ の中国留学時代にどのような出来事があったのであ

ろうか。

Aた だで も,… シ ョック受けたんわ,そ の,ぼ くが学校のグランドでこう遊んでる ときにね,ち っ

ちゃい子 ども,小 学校低学年 くらいの ちゃきちゃきした,北 京の下町の女の子がね,そ んな子が,

あ のお,ど っか らきたんやって。「日本来的」「日本鬼子」(笑)今 でもそんな言われるんやって。

「日本鬼子」 シ ョック受け ましたね。

1そ ん ときどう言わはったんですか?

A「 日本人ちゃう(ち が う)」 って。

とい うエ ピソー ドがある。これは,大 学構内のグラウン ドで遊 んでいる とき,1人 の中国人の女の子 に出

身を聴かれ,「 日本からきた」というと,日 本人を罵る言葉 をかけられた というものである。 このとき,A

さんは 「日本人ではない」 と言って}自 分の日本人 としてのアイデンティテ ィを否定 している。 日本人で

あるとはそれまでにも思 っていない。また,こ のようなエ ピソー ドが語られた。

Aそ のお店屋 さんいった ときもそ うです しね,「 なんで,

じゃないねん」。そんなこといわれた り。

日本 に住 んど一(住 んでいる)の に日本人

2つ のエ ピソー ドが示 しているのは,日 本 という出身が彼のアイデ ンテ ィテ ィを外部から規定 しようと

していることである。日本でではな く,中 国.でこの経験 をしている。この ような経験 を通 して,彼 のアイ

デ ンテ ィテ ィが強化 され,そ の形成に影響 を及ぼしている可能性 は高いといえよう。

3.エ スニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィにつ いて

Aさ んが,中 国への留学を通 して自分のエスニック ・アイデンテ.イティをみつめ,「 華僑人」「÷イノリ

ティであ りたい」 と自分 を位置づ けている様子 は2つ のインタビューから伺 える。

Aで も自分は日本の中では,自 分が意識 してない と,中 国人ではいれないわけです。だか ら,周 り

の人間は日本に流されて行っているなかで,自 分 は,日 本で,思 想の面で,ぐ っ と張 っていかな

いと中国人ではい られない。で も,そ うい う気持 ちを中国人に伝えたところで,中 国人分かって

くれない。多 くの人は。 なんで,日 本に住んど一のに日本国籍とらないの?

A僕 は何国人かいわれた ら,日 本人かっていわれたら絶対 日本人ではない。中国人かっていわれた

ら,中 国行 って中国人って認めて くれないから。 中国人ではない。だからいうた ら,や っぱ,華

僑ですね。華僑人。や とお もうんです。で もこの立場すごい,重 要や と思 うんです よ。…客観的

に見れ る。…その,絶 対的多数 じゃな くて,マ イノリテ ィの立場 としておれるっていうのは。…

ぼくはマイノリテ ィであ りつづけたい,う ん。少数であ りつづけたい。や っぱ りそういう意識は

留学行 ったときか らかな?生 まれましたね。両国の気持ちがわかるマ イノリティであ りたい。 と

にか く。

これまで見てきたように,Aさ んは自分のアイデンテ ィテ ィと向き合 うことを中国留学 を通 して経験 し,

また自分のエスニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィを意識 したのは,「 そうい う意識は留学行 ったときか らかな?」

という。
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Aさ ん は自分 を,日 本人で もない,中 国人で もな い,華 僑人であると位置づけている。 またそのような

どちらの国や文化に も属さない立場 をポジティブにとらえ,「両国の気持ちがわかるマ イノリティであ りた

い。 とにか く」 と語った。 この ようなアイデンティティの形成には,留 学生活中に出会った中国人の女の

子や現地の中国人 との関係や彼 に向け られた言葉 などが大 きな要因 として考えられる。

4.2Bさ んの事例 「華僑…っていうのはほん との中国人でもないのかなっ。…やっぱり,

中国人ですね」

Bさ んは現在,46歳 の男性で,華 僑 の三世である。貿易業を営んでいる。中国留学 までの教育経験 はと

いうと,華 僑幼稚園を卒業 し,そ の後神戸中華同文学校に小中学校 と9年 間通 った。卒業後,日 本の高校

へ と進学することになる。家庭環境は,大 阪の領事館 に知 り合いがいた り,姉 がアメリカへ留学 していた

り,中 国の上海 に父親の同級生がいた りと華僑ネ ットワークを世界的 に広 くもつ家庭であった。そんなB

さんの家庭内では日本語を共通言語 としていた。

以下,Bさ んの中国留学の理由やエ ピソー ド,ま たエスニ ック ・アイデンティティのあ り様についてイ

ンタビューか らみてい くことにする。

1.留 学理 由

20歳 のころ,国 立大学の夜 間部に通い機械関係の勉強を していたBさ んは,2年 ほ ど通った後,中 国へ

と留学することになる。その理由をBさ んは 「や っぱ りいいとこの夜間の方がいいってい う感 じで,行 っ

てたんやけど,や っぱり続かなかった とい うのが現状 なんですけどね」 と語る。その ような気持 ちと知 り

合いの領事館が中国留学を勧めた とい う機会が重 なり,ア メリカ行 きも当初考 えたが中国の福建省に行 く

ことになった。 また留学の理由も,「中国ではその時点では,ま だ帰 ったことがなかったし」,「だからま,

ち ょっと見に行 ってみ るっていう」気持 ちを持 っていたようだ。

2.気 づ き ・経験 ・エ ピソー ド

Bさ んは,中 国 ・日本 とい う対比 を通 して,中 国留学中に多 くの気づ きをしている。その様子を2つ の

インタビューから捉 えてみたい。

Bそ うですね。 中国に行 って得たものっていうのはやっぱ り,向 こうの感覚 と日本の感覚 とこちら

の華僑の感覚 と,僕 らが中国の,ね,あ の,華 僑の学校 とかで学 んできたことで,習 慣 とかいろ

いろ教 えて もらった とかね。…思ってた感覚 と違 うと。

B現 地の方の人 をもらってこっちに連れてきてるんですけども,で もあの,ず っと言われているの

が,ね,同 じ華僑,中 国人や と思てて も,本 人に対 して同 じ中国人やと思てて も,そ うじゃない

と。それは,留 学 した時からね。

これらの語 りか らは,中 国での留学経験から,中 国人 ・日本人を比較 して,華 僑 とは何かを自らに問い

かけている様子が うかがえる。同時 に,神 戸中華同文学校で教 えられていた中国 と現地で感 じた中国 との

ズレや,華 僑 ・中国人 とい う以前から持 っていた感覚が中国留学中に違った ものへ と変容する様子が伺え

よう。

3.エ スニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィについて

Bさ んの インタビューでは,自 らのアイデンティティについて現在→留学時代→現在→過去 とい う時系

列で話 された。 このことは,過 去の中国留学経験が現在,過 去 とどの ように関係 しているかを知 る意味で

興味深い。以下,そ の語 りを引用 し,Bさ んのエスニック ・アイデンテ ィテ ィのあ り様 に迫 ることにする。
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Bで も根本的にやっぱ り海外 に行 くっていう1のは,や っぱ り向こうの人 も対人上で違いがあるなら

てい うね。や っぱ りそういう面で華人,華 僑っていい ますけ ど,華 僑… ってい うのはほんとの中

国人で もないのか なっていう気はしますね。留学 してて…そのお。当時 はそう思いま したね。

Bや っぱ り,中 国人ですね。

1中 国人。 うん。いつ頃か らですか?そ れは。

Bず っとですね。僕の場合は。

B:僕 もとか ら,Bっ てい う名前(中 国名)が,ね,日 本で小 さいときか らね,日 本の学校いってま

すか ら。 もう,す ぐに分かる じゃないですか。

エスニ ック ・アイデ ンティティを振 り返って語 られたこれらの内容 は,実 に複雑であることがわかる。

過去においては,名 前が中国名であることで外部から 「中国人」であると規定 されていた事実が,「 やっぱ

り中国人ですね」とい うエスニ ック ・アイデンテ ィテ ィを導いている。 しか し,「華僑…っていうのはほん

との中国人で もないのかなっていう気は しますね。留学 してて」 と語 るように,中 国での留学 を通 してそ

のアイデ ンテ ィテ ィが若干変化 していることが伺 えよう。

これ まで見てきたように,Bさ んは中国留学を通 して自分のアイデンティティと向 き合 う経験 を してい

る。Bさ んは自分 を,「やっぱり,中 国人ですね」とする一方,「華僑…ってい うのはほん との中国人で もな

いのかなっ」 とその複雑な心境を語っている。このことからは,留 学以前 に持 っていた中国人アイデ ンテ

ィテ ィが中国留学の経験 によって揺 ぎをみせる様子を知ることがで きるであろう。このようなBさ んのア

イデンテ ィテ ィの形成には,中 日の生活や習慣などの比べ る経験が大 きく作用 している。

4.3Cさ ん の事例 「俺は中国人…やねんけど,外 国人やねんなあ」

Cさ ん は神戸市在住 の華僑三世で,年 齢 は47歳 の男性である。 インタビューをした3人 のなかで,最 も

中国留学の滞在年数が長 く4.5年 で,中 国で大学 を卒業 した唯一の人物である。19歳 の時に中国へ渡 り,

広州の補習学校で半年勉強 したあと,聾 南大学の4年 生本科へ入学 した。家庭環境は とい うと,神 戸のみ

ならず全国の華僑 と親交が深い。東京,横 浜な どにも華僑の有力者とのネッ トワークを持っている。家庭

内の共通言語は 日本語である。教育経験 としては,神 戸中華同文学校で小学校,中 学校 を過 ごし,卒 業後

は日奉 の高校 に進学 した。高校卒業後一年間は,「(日 本の大学 に進もうか どうか)考 えてたゆうか,ぶ ら

ぶら してたんですけどね」 とふ りかえる。 このようなCさ んの留学 目的,留 学先での体験やエ ピソー ド,

そ して留学中にみられるアイデンテ ィテ ィのあ り様 などはどのようであろうか。以下,イ ンタビューの語

りからにみてい くことにす る。

1.留 学理 由

中国への留学理由は,周 りの人の勧めであった と語る。 しかも,「きっかけゆうのがね,… ちょっといろ

いろあって,… 無理矢理行か された,み たいな感 じですね。僕は。… うちの家っていうのが,ま,い ろい

ろ関係があって」 と,そ の親戚 などの関係で無理矢理行か された と言 う。その時の政治的背景について も

こう語 る。

あの,僕 が高校卒業 して一年間,ま,浪 人みたいなん してて,ぶ らぶ らしてて。で,一 年経 った くら

いの ときに,で ちょうどその ときに,壁 南大学が文革(文 化大革命)の 時に停止 になってて,ち ょう

ど78年 に復興 したんですわ。…で,復 興 して一年 目で,海 外華僑 っていうのが(大 学側は)欲 しい時

期だったんで。で,ち ょうど香港 ・マ カオか らは来てたけど,海 外華僑か らはあんま り来てない と

とい うように,Cさ んが中国へ留学 を勧め られたころ,ち ょうど中国では文化大革命が終焉 を迎え,華 僑
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のための大学が復興 し始めた年であった。 日本の華僑総会はその華僑のための大学 を経済的に支援 した。

海外華僑が大学にまだまだ少ないということで,関 西の華僑の中から名前 を挙げられたのがCさ んであっ

た。そのときの ことをCさ んは率直に 「向こうはすごいええとこやってね,南 国で,ご 飯 も美味 しいとか

ね。いろんな話 しを聴いて,で とりあえず,ほ んな ら半年 くらいで も行こっかな?と 。ま,1年 日本でぶ

らぶ らしててもお もしろないか ら。 とい うので,行 ったのが きっかけですね」 と語 った。

2.気 づ き ・経 験 ・エ ピソー ド

仲の良かった友だちは三人いて,一 人が当時30歳 で,文 化大革命の際に農村 に追いやられて戻ってきた

華僑,も う一人が28歳 の元解放軍でその後共産党員になった華僑であった。それ と横浜か ら同時期に同 じ

壁南大学 に留学 をした日本華僑 との4人 で仲良 くしていたようだ。その時友だち同士で話 し合ったことに

ついて,以 下の ように話 している。

Cだ から,結 局ぼ くら同 じ華僑やけども,華 僑やけども,む こうに したら華僑 とは思わない。外国

人っていう。外国人ってい うかたちに捉 えちゃうからね。

1む こうから見れば。

Cそ うそ うそうそう。そのあ と,最 初はやっぱ りいろいろ壁があったけれ ども,結 局大学一緒にい

て,同 じ寮 におって生活 してて,伸 良 くなって くると,や っぱ りいろんな本音が聴けるっていう

k話 し。

仲の良い年の離れた華僑の友人との交流のなかで,同 じ華僑 として大学 に通 っていても,Cさ んは海外か

らの華僑 と位置づけられ,華 僑 としてではな く外 国人 として捉えられた経験 を語 っている。 しか し,こ の

関係 は 「学生やか らね。学生で一緒 に学校にいるっていうかたちやから,… 一年 目より二年 目,二 年 目よ

り三年 目四年 目になると,そ うい うのはあまり無 くなってくるからね」 というように,.中 国での留学期間

が長 くなればなるほ ど,こ の ような経験 をしな くなるとい う。

3.エ スニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィにつ いて

中国留学が,自 分のなかの 「国」や 「民族」 という概念に影響を与えたかどうか,に ついて尋ねたとき

Cさ んはこの ように話 したQ

Cほ れはね,す ごい難 しいと思 うね。…そのお,自 分等がこう華僑で,国 が中国ってい う場合ね,

海外では思えるけども,日 本 にいた ら思えるけ ども,逆 に現地に,中 国にいると自分は外国人 っ

ていう意識がで ちゃうからね。

1そ れはどういった面ででますか?金 銭的な?

Cい やっ金銭的な面は勿論そ うなんやけど,現 地の人がそう思 っちゃうか らね。… どうしても。海

外に住んでる人間っていう,イ コール外国人ってい う風に考えるか ら。

1自 己紹介の時とか,例 えば どうされてま したか?覚 えてらっしゃらないかもしれないけど。日本

か ら来ま したとか。

Cそ うそ うそ う。 日本華僑ですゆ うて。

この語 りからは,日 本か らの海外華僑は,日 本国内では中国を祖国として感 じる一方,現 地にい くと自/

他共 に外国人と位置づける/ら れていることがわかる。そ してそのことは,パ スポー トの話 しにまで及び,

日本の国籍法が他国の法律 とは異 なっていることによる他国華僑 との差異 を次の ように語ってい く。「だか

ら日本華僑っていうのはすごい微妙な立場 なんやね。海外の華僑 とはちょっとちがうよね。だか らそれは

痛切 に感 じたよね」 と語 る。 このことは,日 本の血統主義 と海外の地生主義 とい う国籍法による区分が浮

かび上がる。
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日本におった ときは,中 国人,中 国人っていうぐあいに,日 本人 じゃないと教 えられてた し,ま 自分

も中国人やって考えてたけども,向 こうに行 ってた ときに,こ う,み んなと話 しす るときに,あ,お

前は外国人という具合に向 こうか ら思われる。俺 は中国入…やねんけど,外 国人やねんなあってい う

考え。

日本で生 まれて,教 えられて きたたことが中国留学経験 を通 して,違 った側面か ら捉 え直 されている。

それは,現 地の中国人や華僑 の仲 間か らの位置づ けと自分で持 っていた 「○○人観」が異なっているとい

うことを痛切に感 じた,ま たは感 じさせ られている。インタビューの最後にCさ んは,個 人ではなく日本

の華僑の立場 とい うものをこの ようにまとめている。

C国 際人って.いうのが,さ っき僕が言 うた,そ の華僑の,日 本華僑の中途半端な立場で しょうね。

日本人で もない,中 国人で もない。 中途半端 な。中途半端てい うた らへんな言い方やけど。

1は い。

Cま んなかに立った,・微妙 な立場。

これまで見てきたように,Cさ んは中国留学を通 して多 くの人 と出会っている。その中で も中国で出会

った四人の友だちと話 した内容は印象的である。それは,「だか ら,結 局ぼ くら同 じ華僑やけ ども,華 僑や

けども,む こうに した ら華僑 とは思わない。外国人ってい う。外国人ってい うかたちに捉えちゃうからね」

とい う他者か らの規定であって,ま た留学 まで持 っていた自分のアイデ ンテ ィテ ィと向 き合う経験 になっ

ている。

Cさ んは自分 を,「俺は中国人…やねんけ ど,外 国人やねんなあ」と位置づけている。このようなアイデ

ンテ ィテ ィを持 ったの も,海 外留学中に出会 った人びとからのまなざ しが影響 していると思 われる。

またCさ んは日本華僑の特性を国籍制度の面から捉 えている。「日本華僑 ということは,ほ な日本人っ,

て いうふうに考え とるからね。 日本人には,た ぎ,中 国パスポー ト持ってるって,じ ゃ,な んで中国パス

ポー ト持 ってんねんっ」 と中国留学先で言われたことか ら,日 本華僑の特性 について考 えることになった

のである。Cさ んの場合,こ のように人との出会いや制度的な要因を考えることによって,自 分のアイデ

ンテ ィテ ィを形成 してい く様子が理解できよう。

5.考 察

では,こ れ ら三人のエスニ ック ・アイデ ンテ ィティ形成に影響 を与えている要素 は何であろうか。以下,

三 人の語 りに共通 してみられるアイデ ンティテ ィ形成 に影響 を与える要素 を三》っに整理する。1)中 国留

学理由,2)生 活 ・環境の比較作業,3>人 との出会い ・他者か らの位置づけ,で ある。それぞれについて

本研究の視点である,エ スニック ・アイデ ンテ ィテ ィ形成の相互作用性 ・他者性 と関連付けてみていこう。

1)中 国留学理由

三人のインタビューにおける中国留学理由に着 目してみると,共 通点がみ られる。それは,そ れぞれが

自分の意志で中国留学 を志望 したのではない とい うことである。Aさ んは 「初めて研修 に行 くときも,本

当は嫌 だったんです」と語 り,「でも(校 長からの)命 令だからね,行 きなさいって言われたか ら」とその

留学理由を答えている。同様 にBさ んは,領 事館の知 り合いか ら留学 を勧め られて中国に行 くこ とを決め

ている。Cさ んにいたっては,「きっかけってい うのがね,… ちょっといろいろあって,… 無理矢理行か さ

れた,み たいな感 じですね」 と語 り,自 分の意志 による中国留学ではないことがわかる。

このように外部からの中国留学の勧めを契機 として,留 学以前 に持 っていた華僑 アイデンティティや中

国人アイデンティティを再確認 していることが伺 える。それは,Bさ んの 「中国ではその時点では,ま だ

帰?た ことがなかった し,… だか らま,ち ょっと見に行 ってみる」 とい う語 りや,文 革が終 わり盟南大学

に海外華僑の人数 を確保 したいという歴史的 ・政治的意図から選出 されたCさ んの立場 からもわかる。か

れらのルーッである中国への留学が,自 らのエスニック ・アイデンティティを再確認する契機 となってい
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るのである。

2)生 活 ・環境の比較作業

そ して中国での留学生活が始 まるが,そ の日々の中でかれ らは日本 と中国 とい う環境 の違 いな どを比較

してい く。その中日の比較作業が,エ スニ ック ・アイデンティティに揺 らぎをもたら している。た とえば,

Bさ んは上海の空港で 「日本の感覚 と全然違 うから,も う,す ぐにでも飛行機 に乗 って帰 りたい」や 「神

戸で僕 らが習った時の言葉 って,… 完全 に…日本語的な中国語になってた」など日本での生活や言語面で

の違いを語っている。 またその違いを感 じることによって,以 前の○○人観が揺 らぐ様子は,留 学生活で

得た ものについて尋ねたときの「僕 らがこちらで 日本の伝統はこやと,中 国の伝統はこや と,思 てたの と,

それが華僑が思てたの と,実 際向こうでってい うのはまた違 うのかなと」い うBさ んの語 りからも明 らか

である。Cさ んは留学生活 について 「そ りゃやっぱり,生 活が全然違 うから。で も1ヶ 月,2ヶ 月経てば

全然,大 丈夫やったんで」 と比較 している。勉強面では留学中に使 っていた教材に関 してBさ んが 「全 く

(日本の教材 と)違 い ます」 と答えた り,生 活の細部にわたって中国と日本 を比べ ている様子が うかがえ

る。

3)人 との出会い ・他者 からの位置づけ

三人の留学経験 とアイデンティティ形成に関 して共通 していることは,人 との出会いによって,自 らの

エスニ ック ・アイデンテ ィテ ィに向き合 う経験を していることである。その出会いは,主 に現地中国人で

あ り,大 学で一緒に学ぶ帰国華僑であ り,そ して同 じ背景を持つ海外華僑 との出会いである。た とえば,

Aさ んは日本から来たことを告げた際,現 地の女の子か ら 「日本鬼子」 とい う言葉 をかけられ,シ ョック

を受け 「私は日本人ではない」 と答 えている。 また店に入った ときに中国人から 「なんで,日 本に住んど

一のに日本人 じゃないねん」 と言われ ,彼 の,中 国人でもない,日 本人で もない,華 僑であるというアイ

デンテ ィテ ィを強化 している。Cさ んは,中 国留学中に得た帰国華僑の友人 との会話のなかで,エ スニ ッ

ク ・アイデ ンテ ィテ ィと向き合う経験 をしている。「だから,結 局僕 ら同じ華僑やけども,む こうに した ら

華僑 とは思わない。外国人ってい う。外 国人っていうかたちに捉 えちゃうか らね」 と,華 僑 ではな く外国

人というふうに捉 えられる経験 をしている。また部活での先生 と出会い,体 育の実力 を見いだされ,広 州

での大会で優勝 した ときのことを語 る部分では,「そこで,優 勝 しちゃって。新聞沙汰になって。いろいろ

やっぱ り,海 外から来 たっていうのがあってね」 と,自 分が新聞に載ったのは海外華僑であるか らだと捉

えている。このように,中 国留学を通 して出会った人びとが,か れ らのアイデンテ ィテ ィ形成 に影響を与

えている様子がうかが える。

以上の中国留学経験 における3つ の要素 とアイデンティテ ィ形成のあ り様の関連性 を示 したのが図1で

ある。

「一一誠'cだ'一 一1
ロ

・華僑アイデンテイテl
ll

,

確固とした

中国人アイデンティティ

明確化した

華僑アイデンティティ

日本華僑としての

アイデンティティ

留学理由
日本との比較

帰国華僑との比較

他の海外華僑 との比較

(国籍制度)

人と砂出会い

鍵
蟹

詫曝騨瞬 貯
ム
留学終了から

現在までゐ経験

(図1)中 国留学経験 とアイデンテ ィテ ィ形成の連関図
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これが示 しているのは,ま ず中国留学経験 というものが,過 去 ・現在 ・未来の流れの中の一部分である

というこ とである。今回は,こ れか らも続 くアイデ ンテ ィテ ィ形成過程 の一部分である 「中国留学」の期

間を切 り取 り,そ こでみ られたアイデンティテ ィ形成のあ り様 をみた。その中国留学経験においてアイデ

ンティテ ィ形成に影響 を与える3つ の要素を楕円で示 している。それは,留 学理由 と日本 ・帰国華僑 との

比較,そ して他の海外華僑 との比較である。そ してそれ らの影響 により,か れらのエスニ ッグ ・アイデン

テ ィティ形成 に変化が見 られることを一番上の四角で表 した。これ らは,留 学以前 に持 っていた漠然と し

た華僑アイデンティティや確固たる中国人アイデンティティが,.留 学経験によって,華 僑アイデンティテ

ィがより明確化 したり,日 本華僑 としてのアイデンティティを形成 してい く様子を図示 した ものである。

図1は,留 学以前に持 っていたアイデンティテ ィが,中 国への留学経験 によって,弱 められたり,強 化 さ

れた りして,現 在のエスニ ック ・アイデ ンテ ィティを形成するのに影響 を与えた経験 とアイデ ンティテ ィ

形成の連関を表 している。

6.日 本華僑であることの意味

本研究では中国へ と留学する日本の華僑が,自 己のエスニ ック ・アイデンティティを留学 という教育経

験を通 して,日 本華僑 としてのアイデンティテ ィが強め られるとい う結果がみられた。エスニ ック ・アイ

デ ンティティを語るとき,日 本人で もない,中 国人で もない,日 本華僑であると彼 らが語るということは,

どのような意味を表わ しているのだろうか。

たとえば,日 本華僑がアメリカへ留学 した とする。そこで,出 自を聞かれたとき,日 本人;中 国人,日

本から来 た(生 まれの)中 国人,も しくはjapanese-chinese,chinesejapaneseと 答 えることがで きよう。 こ

こには,自 分でエスニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィを決定で きる余地がまだ残 されている。 しか し,中 国へ と

渡った華僑たちは,現 地の中国人や他国の華僑 との間で中国人であるのか,日 本人であ るのか とい う二者

の選択 を迫られることになる。 これは,他 国の華僑 とは違い,彼 らが 日本.とい う血統主義(4)の国で生 まれ

たため国籍が中国であることが背景 にある。他者からのこのような問いかけによ り自己 と向 き合った結果,

彼 らの日本華僑 としてエスニ ック ・アイデンティテ ィが強化されてい くことになる。それらは次の語 りか

らも明らかである。

A:僕 は何 国人かいわれたら,日 本 人かっていわれたら絶対 日本人ではない。中国人かっていわれた

ら,中 国行 って中国人って認めてくれないか ら。中国人ではない。だからいう.たら,や っぱ,華

僑ですね。華僑 人。

Bで も根本的にやっぱ り海外 に行 くってい うのは,や っぱ り向こうの人 も対人上で違いがあるなっ

てい うね。やっぱりそういう面で華人,華 僑っていい ますけど,華 僑…ってい うのはほんとの中

国人でもないのかなっていう気 はしますね。留学 してて…その お。当時はそう思 いましたね。

C国 際人ってい うのが,さ っき僕が言うた,そ の華僑の,日 本華僑 の中途半端な立場で しょうね。

日本人で もない,中 国人で もない。 中途半端 な。中途半端てい うたらへんな言い方やけ ど。

これら三人の事例 はまさに,中 国へ留学 した ことによって,中 国人で もない,日 本人でもない,日 本華

僑 としての強いエスニ ック ・アイデ ンティティを有 してい く過程 とみることがで きよう。 ここに,日 本華

僑が もっている特殊性がある といえる。このこ とは中国への留学経験によって,社 会文化的にエスニック・

アイデンティティが規定 されることを示 している。先の例 を挙げたように,日 本華僑 としてのエスニ ック・

アイデンティティはアメリカなど中国以外の国では選択の一つ として用意されるものの,中 国では日本華

僑 というアイデンティティがより強化されることになる。このことは,中 国への留学経験以前 に有 してい

たそれぞれのアイデンティテ ィ観が,他 の海外華僑 と中国で出会うことによ り,そ の視野が広がって行 く

様子 を描 いているといえよう。 また,.日 本華僑 とい う存在自体の捉え方にも変化が見 られることが分かっ

た。
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本研究で は,華 僑第三世代のエスニ ック ・アイデンティティ形成のあ り様 を,中 国留学 という経験 を通

して考察 した。それは,一 枚岩的でない,揺 れ動 くアイデ ンティティ形成のあ り様であった。そ こでは,

漠 然 とした華僑 アイデンティティや確固たる中国人アイデ ンティティを持っていた 日本華僑が,中 国への

留学経験によって,華 僑アイデンティテ ィをよ り明確化 させ たり,日 本華僑 としてのアイデ ンティティを

形成 してい く過程が伺 えた。本研究では,留 学以前 に持 っていたアイデンティティが,弱 め られた り,強

化 されたりして,現 在のエスニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィを形成するのに影響 を与 えている留学経験 におけ

る3つ の要素を抽出 した。

エスニ ック ・アイデンテ ィテ ィの形成は,過 去 ・現在 ・未来へ と続 くなかで長期的に行われるものであ

る。今回の研究は,こ れからも続 く長い過程の一部分である 「中国留学」の期間を取 り上げ,そ こでみ ら

れたアイデ ンテ ィティ形成のあ り様をみてきた。 この中国留学 という期間に見 られる様々なアイデ ンティ

ティ形成のあり様 を捉 えることは,ト ランスナショナルなアイデ ンテ ィテ ィがいかに形成されてきたのか

について見る上で意義 を持つ ものだ といえよう。

最後に,本 研究の今後の課題 として以下の2点 を挙げてお きたい。一点 目は,中 国留学経験 とい うもの

のなかで,中 国におけるカリキュラムやそこで行われるプログラムについてインタビューできていない と

いうことである。 中国政府が意図的に設立 している華僑のための大学で行われているカリキュラムや プロ

グラムが,ア イデンテ ィテ ィ形成 にどの ような影響を与えるのか(ま たば与 えないのか)に ついては興味

深い。二点 目は,三 人に対 してのインタビューが留学か ら20年 あ まりの歳月を経 てか らとなったというこ

とである。過去 を振 り返る際には,現 在置かれている環境が語 りに多分に反映 されることも考えられる。

よって,今 を捉えるためには,華 僑のための大学で現在学んでいる海外華僑へのインタビューが必要であ

ろう。

これ らの課題のために,2007年2月 末 より,大 阪大学大学院生海外短期留学助成 を得て調査 を行った。

調査 を行 ったのは,盟 南大学 という中国 ・広州にある華僑 ・華人のための大学である。調査 の内容は,現

.在大学が華僑 に提供 しているカリキュラムについて,ま た大学で彼 らは何 を学び,感 じているのかについ

てであ る。その調査結果は次稿 に譲 りたい。

!注 】

(1)「 華 僑 ・華 人 」,「新 華 僑 ・老 華僑 」,「在 日中 国 人」 の定 義 は つ ぎの通 りで あ る 。 「華 僑 」 とは,「 海 外 に仮 住 ま

い す る 中国 人 」 の こ と を さす 。 中 国 国籍 を保 有 し居 住 してい る 人達 の こ とで あ る。 日本 にお け る華 僑 の ほ とん

どは,東 京 ・長 崎 ・神 戸 ・大 阪 ・横 浜 ・函 館 の よ うな 旧開 港 場 に集 住 して お り,伝 統 的 な 商 業社 会 を形 成 して

い る 。英 語 で はOverseasCh星nese又 はChineseoverseasが 一般 的 に使 用 され る。 一 方,「 華 人 」 とは 海外 居 住 国

の 国籍 を取 得 して い る 人達 の こ とで あ る。 英語 で はEthnlcChineseと 呼 ばれ る 。(可 児2002)

(2)本 発 表 の 中心 的 テ ー マ で あ るエ ス ニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィの 定義 はエ ドワー ド(Edwqrd)の もの を援 用 す る

こ とにす る。 エ ドワー ド(Edward,1979)は,

エスニック ・アイデンティティとはつまり,一 そめ集団が大きくとも小さくとも,社 会的に優勢であるとか,

下位に属 しているとか,いずれにせよ一 先祖の繋がりをもつ集団への忠誠である。同じように社会化されたり,

文化的パ ターンをもちつつ,何 世代にもわたって続くことは必要ではないが,集 団境界感は固執 しなければな
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

らな い。エ スニ ッ ク ・ア イデ ンテ ィテ ィは,共 有 され た客 観 的 な特 徴(言 語,宗 教 な ど)も しくは,よ り主 観 的 な
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

集 団性(groupness),も しくは両 方 の 組 み 合 わせ に よ って 維持 され る に違 い な い。(筆 者傍 点)

と定 義す る。こ こで 重 要 な こ とは,エ ス ニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィが客 観 的 な特 徴 や主 観 的 な見 方 だ け で な く,

そ の 両方 を組 み 合 わ せ る こ と に よ って維 持 され る もの だ と定 義 して い る こ とで あ ろ う。(MaryFong20045

頁)

(3)北 京隼文学院は,中 国国務院僑務辮公室の直属校である。1950年 に,海 外華僑,華 人と外国籍学生が中国言語

と文化を学ぶため,そ して海外の文化との交流と友好往来の目的のため建てられた。これまでに,54力 国 ・地

域から5万 余名の海外学生がここで学んでいる。「海外華僑華人に祖国の言語と文化を伝える」という目的を有

している。1981年 か ら1990年 まで,32力 国 ・地域から969名 が双沼長期班の学生として,海 外華文教師育成班で
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477名 が,世 界 各 地 か ら双 悟 短 期 班 で 学 ぶ 生 徒 は2800名 に 灰 ん で い る。(北 京 隼 文 学 院HP:http://www.r

bjhwxy.com/2006年10月 参 照)。

聾南 大 学 は1906年 に創 立 し,中 華 人民 共 和 国 国務 院 僑 務 事務 委 員 会 及 び 教育 部 に直 属 して い る総 合大 学 で,

中 国 が21世 紀 に向 け て力 を注 い で い る100の 大 学 の1つ で あ る。現 在,全 日制在 籍 者 は23752人,そ の 内,華 僑,.

香 港,マ カ オ,台 湾 及 び外 国か らの 学生 は10609人 に達 し,中 国 国 内 に お いて 一 位 を 占め てい る 。璽 南 大 学 は"華

僑 の最 高 学 府"と い わ れ,長 い 間,国 語 教 育 と外 国人 向 け 中 国語 教 育 に 力 を入 れ て い る。(盟 南 大 学HP:http://

hwyjnu.edu.cn/zhaosheng/duiwai/indexO3.htm2006年10月 参 照)。

(4)1985年 の国籍法改正により,婚 姻 した男女のどちらかが日本入の場合,生 まれて くる子どもには日本国籍の取

得が認められるようになった。今回インタビューをしたAさ ん,Bさ ん,Cさ ん,共 にこの国籍法の改正以前

に生まれているため,中 国国籍を保有している。
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Howis .IdentityEstablishedThroughEducatioロalExperience?

AnAnalysisofOverseasChineseReturningtoC恥ina一

ISHIKAWATomoko

Inthisstudy,IintendtoexaminetheeducationalekperiencesoftheChinesenationals,who.

wereborninJapan.Itisconductedbyusinginterviewandquesti6nnairemethods.Moreover,I

intendtoclarifythediverseaspectsoftheirethnicidentitythatareaffectedbecausetheyare

regardedastransnationals.

Basedontheanalysis,Iidentifiedthefbllowingthreefactorsthatinfluencetheidentityfbr-

mationof.qverseasChineseinJapanwhoreturntoChina:(1)theirreasonforreturningto

Chi耳a,(2)theircomparisonofthemselveswithoverseasChineseinothercountries,and(3)their

co卑parisonof出ediff6rencesintheiriifestyleandcultufewiththatofthoseresidinginoth6r

countries, .particularlywithregardto``nationality". .Atthesametime,basedon.thesethreefac-

tors,itcanbedemonstratedastohowidentityisestablishedthrougheducationalexperiencein

Chinawhil6theyaregoingabroad.Thisfactalsorepresentsachangeintheir.identityfrom

ChinesetooverseasChineseinJapan.Ontheotherhand,italsosuggestsatransitionfroman

earlierambiguousidentityasoverseasChineseinJapan.tothatofastrongone.

Thisidentitycrisis.issupposedtobeauniqUecharacteristicofoverseasChineseinJapan.

BefbretheNati6nalLawwasrevisedin1985,aChineseindividualbornin.Japanwa6automati-

callyawardedChinesenationality.AlltheintervieweesareChinesenationals.Whentheyleave

Japantotravelabroad,theyarenotregardedasJapanese.Thistypeofidentitycrisisdoesnot

occurinothercountries,f6rexample,America.Identityisestablishedbasedonthesocialenvi-

ronmeht.


